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条　
　
例

▼
議
案
37　
松
田
町
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
令
和
７
年
度
か
ら
町
立

小
・
中
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
を
導
入
す
る

に
あ
た
り
、「
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
」
第
47
条
の
５
の
規

定
に
基
づ
き
学
校
運
営
協
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
委
嘱
す
る
学
校
運
営

協
議
会
委
員
に
対
す
る
報
酬

等
を
支
払
う
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

▼
議
案
38　
令
和
６
年
度
松

田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億

２
８
３
１
万
７
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
57
億
５
５

３
２
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
は
地

方
交
付
税
、
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
、
前
年

度
繰
越
金
な
ど
、
歳
出
は
地

方
創
生
拠
点
整
備
事
業
、
デ

ジ
タ
ル
実
装
事
業
や
、
新
松

田
駅
周
辺
整
備
基
金
積
立
金
、

教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

な
ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
39　
令
和
６
年
度
松

田
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３

６
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
５
７
６
７
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
は
、

前
年
度
繰
越
金
、
協
定
締
結

医
療
機
関
設
備
整
備
費
補
助

金
、
歳
出
は
上
記
補
助
金
を

活
用
し
た
物
品
購
入
に
伴
う

備
品
購
入
費
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

▼
議
案
40　
令
和
６
年
度
松

田
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
１

８
９
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
12
億
５
５
７
万

９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
は
介

護
給
付
費
繰
入
金
、
介
護
給

付
費
交
付
金
過
年
度
収
入
、

前
年
度
繰
越
金
、
歳
出
は
保

険
給
付
費
の
財
源
補
正
、
介

護
給
付
費
負
担
金
過
年
度
分

返
還
金
な
ど
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

▼
議
案
41　
令
和
６
年
度
松

田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
既
定
の
歳
出
予
算
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
台
風
10
号

に
か
か
る
災
害
復
旧
経
費
と

し
て
、
一
般
農
林
道
水
路
等

補
修
工
事
や
、
最
明
寺
史
跡

公
園
災
害
復
旧
工
事
な
ど
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

賛成討論 北村　和士　議員
　この決算は「子どもから高齢者までが安心して暮ら
せるまち」を目標とする「チルドレンファースト」の
理念に基づく２年目の決算で、松田町の未来に向けて
大きな一歩を踏み出したものとして、私たちに希望と
責任を感じさせるものです。
　特に、新松田駅北口地区の市街地再開発事業は、町
民にとって生活の利便性を大きく向上させるだけでな
く、地域経済の活性化という重要な目的を果たすもの
です。この再開発プロジェクトは、松田町のさらなる
成長を後押しするために必要不可欠です。町民が長年
にわたって求めてきた変革が、いよいよ現実のものに
なろうとしています。
　また、新モビリティサービス推進事業としてＡＩ技
術を活用したオンデマンドバス「のるーと足柄」の試
験運行がスタートしました。松田町地域公共交通計画
の基本理念である「誰もが“笑顔”で行きたい所へ行
けるまち 松田」が現実になれば、松田町の成長の下
支えをすることができ、そのための第一歩として意義
ある施策です。
　その他にも、豊かな自然を活用したスポーツツーリ
ズムやジビエ処理加工施設の整備は、松田町の新たな
魅力になるものと考えます。また、防災インフラの整

備については、学校施設の改修が進み、災害に備えた
安全対策も強化されました。それだけでなく子育て支
援や高齢者福祉も進展していることが確認できました。
　財政面においても、堅実な運営がなされていること
を示していますが、私たちが目指すべきは「次のス
テージ」です。未来に向けて、私たちは新たな挑戦を
続け、さらに大胆な施策を打ち出す必要があります。
安定した財政基盤の上に、より大きな成長を目指す勇
気を持たなければなりません。
　令和５年度の決算は、松田町の挑戦と成長を示すも
のです。
　健全な財政の上での大規模な施策ときめ細かい施策
により、松田町は一歩ずつ確実に前進しています。
　日本の人口が徐々に減少している未曾有の状況の中
で、時が経てば経つほど、従来の社会システムに不具
合が生じ、課題が増えていくのは自明の理です。
　それを防ぐために松田町の進展を止めずに、さらな
る未来へと歩み続ける必要があります。
　この決算は、そのための確固たる基盤であり、私た
ちはこの基盤の上に、さらに大きな松田町の未来を共
に築き上げることを目指し、「歩みを止めることなく」
前進し続けることを誓い、賛成討論といたします。

倒木のあった最明寺林道


